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　　　　　　　近年、ナノメートルスケールのトポロジカルなスピン渦構造であるスキルミオンが注目さ
れている。スキルミオンは電場や電流、温度勾配に対して巨大な応答を示すことから、次世代のスピント
ロニクスデバイスにおける新たな情報媒体への応用が期待されている。このようなナノスケールの磁気テ
クスチャは、電子自由度の秩序構造とも強く相関しており多彩な物性を創発している。その電子状態やダ
イナミクス、外場応答を直接的に観測することは、基礎物性の理解と共に、応用研究においても非常に重
要となる。このような観点から、磁気テクスチャの秩序構造と電子状態を、高感度・高速・高い位置分解
能で観測できる実験手法の必要性がますます高まっている。本 S2 型課題研究では、共鳴軟 X線小角散乱
を中心手法としてナノスケールの磁気 テクスチャ、および、それと相関のある電子秩序構造の観測を行う。
特に、共鳴 X線散乱の特性を最大限に活かした、コヒーレント X線回折によるホログラフィー測定や位相
回復アルゴリズムによる磁気テクスチャの実空間イメージング、パルス放射光を使った時分割測定による
磁気テクスチャの高速ダイナミクス観測、電流・電場・磁場・応力など多彩な外場に対する磁気テクスチャ
の応答観測を行っていく。これらの研究により、磁気テクスチャの基礎物性を構造物性・電子物性の観点
から解明し、強相関電子系やスピントロニクス物質で観測される顕著な創発物性の発現機構解明を目指す。 

β型 Co-Zn-Mn 合金を用いて、CoとMnのそれぞれの吸収端において、コヒーレント軟 X線回折を
用いたイメージング観測を行い、元素選択的に磁気モーメントの実空間分布を観測することに成功。
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研究成果：一軸応力印加によるカイラルソリトン格子の発現
　

磁気スキルミオンが発現する物質に一軸の応力を印加すると、カイラルソリトン格子が発現する
ことを発見。試料を２点で基板に固定して冷却すると基板と試料の熱収縮係数の違いから、試料に
対して一軸の引っ張り応力が印加される。

研究成果 : ホログラフィーイメージング

Y. Yamasaki et al., Phys. Rev. B 92, 220421(R) (2015)

FeGe Au

H

CCD

Direct Beam
Catcher

So  x-ray

CCD

eeaam

5 m

Reference hole

W[111]

[110]

・"Thickness dependence and dimensionality effects on charge and magnetic orderings in La1/3
   Sr2/3FeO3 thin films" , K. Yamamoto, Y. Hirata, M. Horio, Y. Yokoyama, K. Takubo, M. Minohara, 
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同様に磁気スキルミオンが発現する FeGe においても磁気イメージングに成功
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